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【北海道移住を決めた理由】
　愛知県で家具工房を営む一方、「いつか生涯を過ご
す場所を選ぶなら、北海道にしたい」という思いを抱
いていました。その後、妻の仕事が一区切りを迎えた
ことをきっかけに、広大な自然のなかでものづくりを
しながら暮らすという長年の夢を実現するため、愛犬
とともに北海道への移住と工房の移転を決意しました。
　移住を考えるなかで、単に製作拠点を北海道へ移す
のではなく、「ものづくりを通して、地域に新しい魅
力を生み出せる場所」を探していました。そこで出会っ
たのが、地域おこし協力隊という制度です。職人とし
ての技術や発想を活

い

かしながら、行政や地域の皆さん
とともにまちづくりに取り組めることに魅力を感じま
した。さらに、自ら企画・提案しながら活動できる、
自由度の高いフリーミッション型を採用していた上砂
川町であれば、自分が思い描くものづくりを地域とと
もに実現できると考え、この町で活動していくことを
決意しました。

【職人型町おこしという考え方】
　地域おこし協力隊として活動するなかで、私が気づ
いたことがあります。それは、職人が地方へ移住する
ことで、その地域に新しい魅力が生まれるということ
です。職人がいれば、ものづくりが生まれる。ものづ
くりが体験を生み、体験が教育へと広がる。そして人
が集まり、やがて町の魅力になっていく。だからこそ、
もともと木工や革製品づくりが盛んな地域ではなく、
これから新しいものを生み出せる「余白」のある場所
で、新しい魅力をつくることに挑戦したいと思いまし
た。
　上砂川町には、まだ「ものづくりの町」というイメー
ジはありません。だからこそ、自分たちの技術や発想
を活かし、新しい商品や体験を一つずつ生み出してい
けるのではないかと考えました。私は、この考え方を
「職人型町おこし」と呼んでいます。
【職人型町おこしの実践例】
　この考え方を実践するため、私はこれまで「職人だ
からできる町おこし」をテーマに活動してきました。
その中でも特に力を入れてきたのが、体験事業・教育・
拠点づくりの三本柱です。
体験事業
　木工やレザークラフトを通して、これまで延べ1,200
名以上の方に、ものづくりの楽しさを伝えてきました。
毎月開催している「手仕事の会」をはじめ、町内外で
クラフト体験を実施し、ものづくりを身近に感じても
らう機会づくりに取り組んでいます。
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教育分野
　令和 8年度は、教育分野での活動にも力を入れてい
ます。小学校の総合的な学習では、 6年生とともに、
在校生へ贈る家具の企画・設計・製作に取り組んでい
ます。また、中学校では全校生徒を対象にレザークラ
フト授業を実施し、創造力や、物を大切にする心を育
む活動を続けています。さらに、10月には木育マイス
ターの認定を受ける予定です。

拠点づくり
　協力隊の任期満了後を見据え、多目的工芸センター
「趣芸館」の指定管理を目指しています。これまで工
房として利用してきた経験を活かし、職人が日々もの
づくりを行い、週末には誰もが手仕事を体験できる施
設へと育てていきたいと考えています。
　このほかにも、地域の記念品やお祝い品として、町
の主要事業である「木と革の育つマタニティマークプ
ロジェクト」の企画・製作をはじめ、マラニックの記
念品や、ふるさと納税返礼品の開発にも携わっていま
す。商品をつくるだけではなく、人とのつながりや、
新しい地域の魅力を育てていくこと。それが、私の考
える「職人型町おこし」です。

【町に根付く、ものづくりの拠点へ】
　地域おこし協力隊としての任期は、今年度で満了し
ます。しかし、私たちにとって、上砂川町での活動は
ここからが新たなスタートです。今後は、革職人であ
る妻とともに「木と革のnanairo」として、この町に
腰を据えて活動を続けていきます。
　これまで培ってきた地域とのつながりを大切にしな
がら、体験事業・教育・商品づくりを継続し、趣芸館
を、町内外から人が訪れる体験型観光の拠点へと育て
ていきたいと考えています。

【職人が集まり、挑戦が生まれる町へ】
　町内では、私たち以外にも、同世代のチーズ職人や
菓子職人など、若い担い手が精力的に活動しています。
　上砂川町は、これから新しい特色を育てていける可
能性を持った町です。そこに、さまざまな技術や発想
を持つ職人が集まり、それぞれの仕事を深めるだけで
なく、職人同士が交わることで、新しい商品や体験、
町の魅力が生まれていく。そんな好循環を、地域の皆
さんとともにつくっていきたいと考えています。
　町の余白を、魅力に変える。それが「職人型町おこ
し」。これからも上砂川町で、職人だからこそできる
町おこしを、一歩ずつ実践していきます。
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